
２０２１年度 自己点検・評価チェックシート  学部・研究科名：社会科学研究科 

※学部・研究科ごとに作成してください。                                

確認事項 1   ３つのポリシー 

（１）３つのポリシーを教授会・運営委員会等で確認した 
☒確認した 2021 年 6 月  会議名：研究科運営委員会 

☐確認していない    年  月  確認予定 

（２）３つのポリシーは学生や社会に公表されている 
☒公表されている ☒要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 

 

 

確認事項 2   学修成果 

（１）学修成果を設定している 
☒設定している ⇒確認事項(2)、(3)を記入 

☐設定していない    年  月  設定予定 

（２）学修成果の内容 

☒各学部・研究科の DP と関連付けて設定している 

☒複数の方法で根拠に基づいて測定することが可能である 

☒知識、スキル、態度をバランスよく含んでいる 

☒「学生は、～することができる」といった形式にするなど、わかりやすく記述している 

（３）学修成果を明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☒明示していない  2022 年 1 月 明示予定（2021 年 12 月の教務主任会での進捗確認後） 

◆明示している学修成果 

修士課程 

社会科学研究科（修士課程）では、修了時に身に着けておくべき能力を以下のように定める。 

学修成果 1  自分の専攻する専門分野において高度な知識を持ち、新たな発想や深い洞察を展開する能力を身につけている。 

 現代日本学研究 

：人文科学と社会科学を対話させながら、近代以降日本が蓄積してきた多様な学知を総合的に捉え、普遍性を有する世界の公共財としての「現代日本学」を構築し、

広く現代日本を発信できる。 

 グローバル市民社会研究 

：各国の市民社会の現状を法的側面、政治的側面、文化的側面から検討し、市民生活における制度のあり方を考察することにより、世論の合意形成と政策手段につ

 



いて、理論的、実践的に研究し、21 世紀の市民社会のあり方をグローバルな視点から探究できる。 

 国際協力研究 

：国家間の関係に力点をおいてきた国際関係研究をグローバルな視点に転換させ、理論研究および生活実践の場を地球共同体に求め、平和な世界を実現するための

国家、地球間関係のあり方を理解し、紛争解決、平和構築、国際協力を学際的に研究できる。 

 サスティナブル開発研究 

：人間の経済、社会活動と自然、環境との調和の視点から、未来の地球規模の問題を解決することを目標とし、理論的、実践的、学際的に提言を行うことができる。 

 公共・社会政策研究 

：現代社会の公共領域、産業組織における政策形成のあり方、政策主体、具体的な政策手段について研究し、グローバル化の進展と経済・産業構造や社会構造の変

化を適切に把握するなかで、政策の形成と展開を追究できる。 

学修成果 2  広く他の分野においても課題を理解し、批判しうる力量を身につけている。 

学修成果 3  さまざまな領域の知をコーディネートして、総合的な視野に立った問題の発見・設定と考察・解決ができる能力を身につけている。 

 

博士課程 

社会科学研究科（博士後期課程）では、修了時に身に着けておくべき能力を以下のように定める。 

学修成果 1  自分の主とする専門分野で有する高度な知識をより深め、新たな発想力や深い洞察力を基にして専門知識と融合させ、独創的な研究能力を身につけている。 

 現代日本学研究 

：人文科学と社会科学を対話させながら、近代以降日本が蓄積してきた多様な学知を総合的に捉え、普遍性を有する世界の公共財としての「現代日本学」を構築し、

広く現代日本を発信できる。 

 グローバル市民社会研究 

：各国の市民社会の現状を法的側面、政治的側面、文化的側面から検討し、市民生活における制度のあり方を考察することにより、世論の合意形成と政策手段につ

いて、理論的、実践的に研究し、21 世紀の市民社会のあり方をグローバルな視点から探究できる。 

 国際協力研究 

：国家間の関係に力点をおいてきた国際関係研究をグローバルな視点に転換させ、理論研究および生活実践の場を地球共同体に求め、平和な世界を実現するための

国家、地球間関係のあり方を理解し、紛争解決、平和構築、国際協力を学際的に研究できる。 

 サスティナブル開発研究 

：人間の経済、社会活動と自然、環境との調和の視点から、未来の地球規模の問題を解決することを目標とし、理論的、実践的、学際的に提言を行うことができる。 

 公共・社会政策研究 

：現代社会の公共領域、産業組織における政策形成のあり方、政策主体、具体的な政策手段について研究し、グローバル化の進展と経済・産業構造や社会構造の変

化を適切に把握するなかで、政策の形成と展開を追究できる。 



学修成果 2  幅広い分野における課題への理解、批判力に基づき、さまざまな領域の知をコーディネートして、総合的な視野に立った問題の発見・設定と独創的且つ革

新的な考察・解決ができる能力を身につけている。 

 

 

＜３つのポリシー・カリキュラム・入試制度の変更＞ 

 ※2020 年度４月以降に変更を決定した項目があれば記載してください。本チェックシートの別項目で記載している場合は不要です。 

 

項目 変更時期 変更内容 変更理由 

 

 

   

 

 

   

 

 

   

 

  



※以下は該当する学部・研究科のみ記載 

 

確認事項 3-1   2020 年度認証評価における指摘事項への対応①   指摘事項：学位授与方針を学位課程ごとに設定していない      

該当箇所：基幹理工学研究科、社会科学研究科、環境・エネルギー研究科、人間科学研究科 

（１）指摘事項への対応を行った 
☒対応した 

 2021 年 6 月  会議名：研究科運営委員会 

⇒(2)(3)を記入 

☐対応していない    年  月  対応予定 

（２）対応後の学位授与方針を公表している 
☒公表している ☐要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表していない 公表予定時期： 

（３）変更後の内容 

修士課程 

早稲田大学の総合性・独創性を生かし、体系的な教育課程と、全学的な教育環境と学生生活環境のもとに、多様な学問・文化・言語・価値観の交流を育み、地球社会に主

体的に貢献できる人材を育成する。 

とくに社会科学研究科修士課程では、自分の得意とする専門分野において高度な知識を持ち、新たな発想や深い洞察を展開する能力を身につける。それとともに広く他の

分野においても課題を理解し、批判しうる力量を身につけ、さまざまな領域の知をコーディネートして、総合的な視野に立った問題の発見・設定と考察・解決ができる能

力を有することを目標とする。 

以上の条件と修了要件を満たした学生に対して、修士（社会科学）の学位を授与する。 

 

博士後期課程 

早稲田大学の総合性・独創性を生かし、体系的な教育課程と、全学的な教育環境と学生生活環境のもとに、多様な学問・文化・言語・価値観の交流を育み、地球社会に主

体的に貢献できる人材を育成する。 

とくに社会科学研究科博士後期課程では、自分の主とする専門分野で有する高度な知識をより深め、新たな発想力や深い洞察力を基にして専門知識と融合させ、独創的な

研究能力を身につける。それとともに幅広い分野における課題への理解、批判力に基づき、さまざまな領域の知をコーディネートして、総合的な視野に立った問題の発見・

設定と独創的且つ革新的な考察・解決ができる能力を有することを目標とする。 

以上の条件と修了要件を満たした学生に対して、博士（社会科学）の博士号を授与する。 

 

 

  



確認事項 3-4   2020 年度認証評価における指摘事項へ対応④  指摘事項：  教育課程の編成・実施方針を学位課程ごとに設定していない。    

該当箇所： 政治学研究科、法学研究科、文学研究科、商学研究科、創造理工学研究科、先進理工学研究科、環境・エネルギー研究科、社会科学研究科、 

人間科学研究科 

（１）指摘事項への対応を行った 
☒対応した 

 2021 年 6 月  会議名：研究科運営委員会 

⇒(2)(3)を記入 

☐対応していない    年  月  対応予定 

（２）対応後の教育課程の編成・実施方針を公表している 
☒公表している ☐要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表していない 公表予定時期： 

（３）変更後の内容 

修士課程 

社会科学研究科においては、多岐にわたるジャンルの研究スタッフを揃えて、専門性と学際性を兼ね備えた多様なカリキュラムを展開する。修士課程では、院生の選択の

幅を広くして、自分の専門の上に、多方面から問題を考え、知識を深めていくことができるようにする。それにより、多面的な学際的視点を有する研究者を養成すると同

時に、高度な専門知識を有する実務家を養成するようにつとめる。 

 

博士後期課程 

社会科学研究科においては、多岐にわたるジャンルの研究スタッフを揃えて、専門性と学際性を兼ね備えた多様なカリキュラムを展開する。博士後期課程では、多面的な

学際的視点と深い専門性を基盤として、独創的且つ革新的な研究者を養成すると同時に、社会的諸課題の解決に資する実務家を養成するようにつとめる。 

 

 

  



 

※確認事項 3-2、3-3、3-5、3-6、3-8、3-9、3-10 は該当なし 

確認事項 3-7   2020 年度認証評価における指摘事項へ対応⑦  指摘事項：  学生の受け入れ方針を学位課程ごとに設定していないため、これを定め公表 

                                      するよう是正されたい。 

該当箇所： 政治学研究科博士後期課程、経済学研究科、法学研究科、基幹理工学研究科、創造理工学研究科、先進理工学研究科、環境・エネルギー研究科、 

社会科学研究科、スポーツ科学研究科 

（１）指摘事項への対応を行った 
☒対応した 

2021 年 6 月  会議名：研究科運営委員会 

⇒(2)(3)を記入 

☐対応していない    年  月  対応予定 

（２）対応後の学生の受け入れ方針を公表している 
☒公表されている ☐要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 

（３）変更後の内容 

修士課程 

早稲田大学では、『学問の独立』の教育理念のもとで、一定の高い基礎学力を持ち、かつ知的好奇心が旺盛で、本学の理念である進取の精神に富む、勉学意欲の高い学生

を、わが国をはじめ世界から多数迎え入れる。 

とくに社会科学研究科修士課程では、専門的な知識を習得するとともに、それを土台に各分野との交流により多くの領域の知を得て実践することができる素地のある人材

を募集する。一般の学生はもちろん、現在さまざまな活動に従事している社会人、経験を積んだ実務家、海外からの留学生など、研究意欲にあふれた人材を、幅広く受け

入れる。 

 

博士後期課程 

早稲田大学では、『学問の独立』の教育理念のもとで、一定の高い基礎学力を持ち、かつ知的好奇心が旺盛で、本学の理念である進取の精神に富む、勉学意欲の高い学生

を、わが国をはじめ世界から多数迎え入れる。 

とくに社会科学研究科博士後期課程では、高度な専門的な知識を有し、それを土台に各分野との交流により多くの領域の知を得て実践することができる素地のある人材を

募集する。一般の学生はもちろん、現在さまざまな活動に従事している社会人、経験を積んだ実務家、海外からの留学生など、研究意欲にあふれた人材を、幅広く受け入

れる。 

 


